
ハンセン病問題にまつわる様々なお話をご用意しました。

ふだん聞く機会の少ないテーマにふれてみませんか。

流れる雲に秋の訪れを感じる季節、資料館からオンライントークをお届けします。

各回13:45よりWeb開室 （15:30終了予定）

事前申込制・各回定員100人（申込先着順）
当館公式Webサイトよりお申込みください

(登録後に参加URLをご案内します)

※事情により日程・講師・演題などを変更することがあります

詳細は当館Webサイトをご覧ください

国立ハンセン病資料館
〒189-0002 東京都東村山市青葉町4-1-13

042-396-2909
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2021.9.25 sat. 14:00-

2021.10.23 sat. 14:00-
森下裕子 （復生記念館学芸員）

神山復生病院の歩み

2021.11.27 sat. 14:00-
橋本彩香 （国立ハンセン病資料館学芸員）

国立ハンセン病資料館収蔵庫ツアー・資料管理の現場から

Zoom
ライブ

国立療養所菊池恵楓園（熊本県合志市）は、国内最大の国立のハン

セン病療養所です。202２（令和4）年5月、同園の菊池恵楓園社会

交流会館は大規模リニューアルを経て「恵楓園歴史資料館」として新

たな一歩を踏み出します。恵楓園において実施されてきた様々な事

業と、リニューアル後の役割等についてお話しします。原田寿真 菊池恵楓園社会交流会館（歴史資料館）学芸員

菊池恵楓園歴史資料館における新館の建設と今後の活動について(仮）

今年創立132年を迎えた、日本のハンセン病療養所の中で最も古く

国立の施設とは異なる形態で歩んできた神山復生病院。フランス人

宣教師が開いた小さな病院が社会の変動の波にもまれながら歩み、

どのように変化してきたかをお伝えします。合わせて病院敷地内や

墓地、復生記念館の様子もお届けします。

当館の重要な役割のひとつとして、ハンセン病問題に関する資料の

収集保存があります。今回は実物資料を中心に、当館の収蔵庫から

膨大な資料の一部を紹介し、資料管理の実践と工夫についてお話

しします。

Zoom
ライブ

Zoom
ライブ


